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企業社会を取り巻く経営環境の変化
－リスクマネジメントを戦略と一体で考える時代

上場会社

働き方改革
ＡＩ・ＩｏＴ

ＲＰＡの発達

不透明な
国際情勢

個人による発信
動画・録音・ライブ

中継
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これだけ経営環境の変化する時代だからこそ、御社は
「不祥事に強い組織」なのか、「不祥事に弱い組織」なの
か見極める必要がある。

だからこそ「不祥事予防のプリンシプル」を活用する
メリットがある

トライアル＆エラー（走りながら考えるリスク管理）の発想
が必要ではないか
経験に裏打ちされた合理的な経営判断と経営環境の変
化をとらえた直感的判断

企業社会を取り巻く経営環境の変化
－リスクマネジメントを戦略と一体で考える時代
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リスクマネジメントを経営戦略に活かすには発想の転換
が必要である

これまでは、各企業を取り巻くリスクを洗い出して、これにどう
対応すべきか、という点が重視されてきた。

これからは①リスクが顕在化することを想定する、②顕在化し
たリスクに耐えうる組織をどう作るべきか、という点を重視す
べきである。

・自社には、リスクへの耐性（弾力性）がどの程度あるのか
・自社は、リスクテイクの失敗を成長の糧にできる組織なのか

企業社会を取り巻く経営環境の変化
－リスクマネジメントを戦略と一体で考える時代
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ステイクホルダーから第三者委員会に
要請される原因分析と再発防止策

不祥事企業を取り巻く関係者は、第三者委員会の
調査のどこに期待をしているのか？

１ 不祥事を発生させた本当の原因はどこにあるのか？
→組織の「根本原因」の徹底的な究明

２ もう、この会社は二度と同じ不祥事を起こさないのか？
→実行可能な再発防止策（ストーリー性があるか？）

３ 不幸にして再発しても自浄能力はあるか？
→親会社だけでなくグループ全体に自浄能力はあるか？
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企業不祥事対応と攻めのマネジメント
－企業不祥事の「芽」を考える

第三者委員会委員等を経験して・・・
企業不祥事の「芽」はどこにあるのか？

１ 組織間の力学的バランスの崩壊

２ 情報共有の障壁

３ 社内ルールの無視、無効化

４ ハラスメントの横行
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中長期の企業価値向上を目指した
不祥事予防の意義を考える

⑴「法令遵守」ではリスクに強い組織にはならない
→「コンプライアンス」は時間軸を持つ概念
→日々の事業戦略で利害関係者を味方につける
→「商品の品質と安全」を「安心」に落とし込む努力を

⑵平時から有事を想定する
→日本の労働慣行、組織風土を念頭におく
（５人から１０人の集団における「場の空気」が支配
する組織において、御社はどのように不祥事を予防
するか？）

→平時バイアスが組織に蔓延することに留意
（社員はみんな「たいしたことはない」と思いたい）
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